
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

地域資源を生か

した SDGs 推進
プロジェクト 
（活動状況） 



 
地域で活躍する21人にインタビュー

阿南人 大正大学の
学生が取り組む
オンラインの
まちづくり

宮内さんから見た阿南市は、公園が多くあちこち探索する度に新しい発見があって
楽しい街だ。そんな阿南市で子育て奮闘中の彼女だが、遅くまでこどもを預かってく
れる保育施設がなく、仕事との両立はかなり厳しかったという。
『日和ファーム』の特徴である有機農法は、化学肥料や農薬を使用しないため手作業
での除草などの害虫対策が行われている。また「つくり手の健康を考えよう」をモットー
に従業員の健康へのこだわりを徹底しており、つくり手と買い手が農薬不使用によっ
て安心できる関係を構築している。しかし有機農法のデメリットとして通常のお米の
半分の量しか収穫出来ないため値段も高額になってしまう。そこで値段に見合った価
値をアピールできる営業力とオンライン販売を駆使して売り上げをカバーしている。
米を作る上でのこだわりをより広く発信していくことでこれまでの農業生産の方法

が見直され、今後農薬を使わない有機農法が主流になっていく日も近いだろう。

勇気100倍！ 有機農法
お米で阿南をブランド化！

Profile

日和ファーム 宮内豊美さん
徳島県出身。島根大学で生物自然科学を学び、部屋が観葉植物で埋まる
ほどの植物好き。有機農法で米を栽培する『日和ファーム』に勤務し、農
業体験を通して若い世代に米作りの魅力を伝える取り組みも行ってい
る。仕事と子育ての両立に奮闘中。

取材・記事／カップ麺

大東さん原作の長編漫画『HINOMARU！（ヒノマル！）』はアニメ放送も行われ
ているが、映像は徳島が地元の６人で制作されているのだとか。「人数は少ないけれど、
まあ、やってみようと思って挑戦してみた」というから驚きだ。またアニメに欠かせ
ない声優も、地方では活躍の場や切磋琢磨する機会も少なかったため、自ら声優のコ
ンテンツをつくり、声優教室も開設（声優教室では生徒出演のボイスドラマ収録もあ
り）。アニメ『HINOMARU！』への起用も行っている。さらに四国放送ラジオで毎
週日曜深夜 10時半から『ヒノマル☆ SUNSUNラジオ』も放送中で、パーソナリティ
は県内で活躍中の声優や漫画家、アーティストが務めている。アニメも含めヒノマル
プロジェクトに関わる人はほぼ全員徳島県民！番組内のラジオドラマでは映像がなく
ても、音だけで伝わるよう、主人公の靴を下駄にするなどラジオならではの工夫もあ
り。ぜひ聞いてみて。

自分が描いてきた漫画が
徳島と人をつなげる架け橋に

Profile

漫画家 大東優也さん
徳島生まれ徳島育ち。絵を描きながら作業用BGMとしてラジオを聴い
ていて、お笑いが好きで、最近は芸人さんのラジオを聞くことが多いそう。
「おもしろいことをやってみたい」と、中学校への出前授業やYoutube
など、多岐にわたり活動を展開中。
●ヒノマルプロジェクト  https://www.hinomaru-project.com/

取材・記事／阿南一派なり

かつて富岡にも映画館が５つあり、当時の様子にも詳しい山本さん。「今、徳島県
内にある映画館は北島町に１館、徳島市に２館。あわせて３館だけど、昔は至るとこ
ろに映画館があったんです。富岡東映、富岡松竹、富岡映劇…」。アニメ映画や時代
劇を楽しみに、家族みんなで映画館へ行き、子どもたちは映画館の主人に「チケット
をくれ！」と言ってサービスしてもらうこともあったそう。「今はもう映画館は残って
いないけれど、たくさんの人々の思い出の場所でした」。今とは少し違う昔の映画館
について知ることは、きっとまだ知らない阿南との出会いになるはず！山本さんが館
長を務める富岡公民館では、料理教室やものづくり教室、体操教室などさまざまな行
事を行っている。コロナ禍で一時期中止を余儀なくされていたが、現在は少しずつ再
開しているそう。「みなさんあそびに来てください !」とメッセージを送った。

「いい時代やった！」
気になる富岡の映画館！

Profile

富岡公民館館長 山本隆司さん
富岡生まれ富岡育ちの72歳。音楽が好きで、新型コロナウイルスが流行
する前は、神戸や高松へ音楽を聴きに行ったり、舟木一夫のコンサート
にも行ったりしていたそう。今回は映画館の歴史について研究している
学生の希望で、かつて富岡町にあった映画館についての話を伺った。

取材・記事／熊谷ひなた

仁尾さんが新聞販売店の経営を志したのは、幼少
期に偉人の伝記を読んで抱いた「社長になる」とい
う夢と、学生時代に居場所を作ってくれた大人への
憧れがきっかけだという。自ら発行するコミュニティ
新聞では、取材する場面に関わる人々の思いや背景
を様々な角度から伝えることを大切にしている。また、
やまなみ遊歩道の荒廃した竹林を整備すれば、眺望
や雰囲気がよくなり、さらには共に働く新聞配達ス
タッフがもっと活躍できる場を創れると考え、竹林再
生にも取り組んでいる。竹には様々な活用方法があ
り、粉末にすれば水稲栽培の土壌改良材になり安心
安全な米を作ることもできる。今後は竹炭やシイタケ
栽培などと合わせて放置竹林を解消し、美しい竹林
が広がる阿南市を目指す。「地元を大切に思い、世界
的な広い視野を持った仲間が育つ場所に阿南がなっ
てほしい」。仁尾さんの言葉には「地域の一助を為す
自分でありたい」という強い思いが込められていた。

人とまちが輝ける阿南を目指し
地域コミュニティの
力になりたい

Profile

新聞販売店 仁尾修治さん
徳島新聞の販売店の他、竹林再生や乳製品販売など多くの事業を手掛けていて、「やってあかんかったら、やめれば
いい」を信条に活動の幅を広げている。登山やキャンプなどアウトドアが好きで、竹林再生も趣味の一部。阿南の魅力
は「自然が豊かで食べ物が美味しく、人懐っこい人が多いところ」という。

取材・記事／阿南マスターズ
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篠田大暉 （Winter SUP）
　移住者と定住者の両方から話を聞くことで、視点の違いを再認識できた。
同じ場所に住み続けると全てが当たり前になるため、魅力を外から来た人
が教えることで、気づくことができ、シビックプライド創出に繋がると思っ
た。協力して頂いた平瀬さんと原田さん、本当にありがとうございました。

長谷川悠太（チーム阿南マスターズ）
　今回、実際に阿南で活躍している方々へインタビュー活動やインタ
ビュー記事を作る経験をしたりすることで、成功するために苦労している
でも阿南が好きだから頑張れる。そう言った思いがものすごく伝わりまし
た。仁尾さんの「やってだめならやめたらええ」、この言葉がこれからの大学
生活での原動力として頑張っていきたいです。

塚原優希（いちご）
　自身の活動に誇りを持ち、今に満足せず今後の展望を見据えている姿に
圧倒されました。短い時間の中で行われたインタビューですが、阿南をより
良くしたいという熱意を凝縮した記事にできたのではないかと思います。
その熱意を、記事を読む方々にも感じていただけると幸いです。

鷲田勝喜（飲食店）
　お二方のインタビューに共通して、とても熱い地域への思いと、なにより
も楽しんで活動していらっしゃる印象を受けました。わたし自身、記事の完
成まで難しい事も多々ありましたが、全てを通してとても楽しむことができ
ました。貴重な機会をありがとうございました。

菊池崚人（アルコール人間） 
　貴重な機会を頂きありがとうございました。とても分かりやすく質問に受
け答えしてもらったので、話を聞き入ってインタビューを行っていました。
お二人とも阿南の魅力を知ってもらいたいという思いが画面越しのインタ
ビューでも感じ個人的にこの想いを文章にして伝えたかったです。 

草野誠太（阿南一派なり）
　阿南で活動をしている田井さんと大東さんのお話から、やはり現地で実際
にお会いしたいと思いました。田井さんは、阿南で会社を立ち上げて阿南の
魅力を国外へと発信。大東さんは、徳島を舞台にした漫画『ヒノマル！』を執筆
しています。地元愛溢れるお二人のお話を聞けて濃密な時間となりました。

野村広樹
　今回私は二人の方にインタビューし二人とも魅力的な話をしていただき
どちらを阿南人に掲載するか悩んだ。しかし掘り出し感があるほうが阿南
人にあっているという話になり今回紹介する方が決まった。お二人とも子
供の教育について大切なことを教えてくれたのでしっかりと生かしたい。

橋口彩花（カップ麺）
　インタビューさせて頂いたお二人の活動を限られた文字数の中で説明
することは正直かなり苦戦しました。しかし、インタビューを通して現地に
いる人にしか分からないような阿南市の魅力などが聞けてとても貴重な時
間でした。私自身、阿南市にさらに興味が湧き行きたくなりました。

伊藤博保（アルコール人間） 
　今回のインタビューを行ったことで阿南市の魅力を伝えたいという思い
が強くあることがわかりました。その思いをできるだけ400文字で伝えるの
は難しかったですが、これを読んでくださった方々に少しでも伝わればい
いなと思っています。貴重な体験をありがとうございました！

山口結衣（阿南ここにあらん）
　この度は『阿南人』をお読みいただきありがとうございます。本来であ
れば実際に阿南へ訪れ、今この文章を読んでくださっている貴方にインタ
ビューをしていたかもしれません。コロナによってそれは実現できませんで
したが、インタビューを通し阿南の魅力を肌で感じることができました。今
度は阿南でお会いできることを祈って…。

田中涼資
　今回のインタビューでは“桜のまち あなん”という新しい阿南を知ること
ができました。昨今の大変な状況が好転したときには、また阿南を訪れ桜
のまちとして変化していく様子をこの目で見たいと思います。また今後も阿
南への関わりを強くしていきたいと思います。

下河邊教淳（いちご）
　阿南のお二人と直接お話することができ、そこで工夫しながら生きてい
る人を実感し文章として伝えられることをうれしく思います。お二人のイン
タビューに共通したことは、阿南を大切にしていること、チャレンジし続け
ることだったと感じます。今後の私の人生の糧になると思います。

近藤航平（阿南一派なり）
　今回のお二人へのインタビューで感じたのは質問を設定する難しさだ。相
手の回答を誘導してはいけないし、また脈絡のない質問をするわけにもいか
ない。不安を抱いていましたが、鈴江さんをはじめ阿南の方々の優しく話し
やすい人柄に助けられた。阿南のいいところを再発見する機会になった。

平野将太郎（Winter SUP）
　インタビューと記事作成はすばらしい経験を得ることができた。後半は体
調が良くなく班のメンバーに作業を任せてしまったが、記事作成という事は
なかなか体験できることではない。お話を聞くだけでも良い体験ができた。今
回お話を聞かせていただいた平瀬さん、原田さんありがとうございました。

冨岡大和（阿南ここにあらん）
　すべて自分たちでアポをとり、メールのやり取りを行いひとつの記事にで
きたことはとても貴重な体験でした。実際に阿南に行き、対面でインタビュー
ができなかったのが心残りです。今回は阿南人をお読みいただきありがとう
ございました。いつか阿南に行く日があればよろしくお願いいたします。

宮川華空（いちご）
　阿南市で活躍する二人の方のお話を聞き実際の活動の様子というもの
を知ることが出来ました。また文章を端的にまとめる事の難しさを知ること
が出来ました。二人の活動に至る経緯や思いを知り今後の自分の学生生活
や実習にも生かしていくことが出来るのではないかと思いました。

金田美咲（飲食店）
　インタビューを終えて、自然や地域の特産品など魅力的な資源が多くあ
ることから、実際に阿南に行って、SUP体験やまち歩きをしたい気持ちが強
くなりました。記事作成では、インタビュー協力者皆さんの声が素直に読者
に届くように作成することができてとても楽しかったです。

杉田将尚（Winter SUP）
　今回私はとても貴重な経験ができたと思っている。ご協力いただけた平瀬さん
と原田さんのうち、主に平瀬さんの記事を担当しました。30分のお話を聞いて、
記事にするのは個人的にはとても楽しく、それと同時に文字にすることへの難し
さも感じた。原田さんへは個人的なお話を含めて多くの事を聞いてしまったが、
その都度受け答えを頂けて感謝している。平瀬さん、原田さん、改めてありがとう
ございました！ 

鈴木雅彦（阿南ここにあらん）
　アポを取り、メールでのやり取りまで自分たちで行うインタビューは初め
てでとても緊張しました。今でもうまく出来たかは分からないですが本気
で取り組んでいるのでぜひ隅々まで記事を読んで頂きたいです。

秋永小次郎（いちご）
　二人の方の将来の見込みや今自分のしている活動が阿南市の何に役
立っているのかを知ることができました。またインタビューを聞いてそれを
要約することの難しさや三人称で表現する意味などを知ることができまし
た。自分の将来に結び付けられたらいいと思いました。

鈴木魁人（カップ麺）
今回のインタビューでは、実際で阿南で活躍するお二人に直接お話を聞け
てとても貴重な体験になりました。共通してお二人から阿南に対する強い
熱意を感じました。また多くのメモがある中で、それを記事にするために文
章をまとめることの難しさを痛感しました。

田中萌々花（飲食店）
　地域で活躍する方のお話を実際に聞けるのは、本当に貴重な機会でし
た。お話を聞いて驚いたのが、お二人共自分の仕事を自分たちの中だけで
完結させず、地域との繋がりまで考えていたところです。熱量と行動力のあ
る地域住民の存在は、それだけで地域の魅力だと感じました。

富田麻友（アルコール人間） 
　まずインタビューがとても楽しかったです。インタビューが楽しかった
分、記事を書くのはとても大変でした。限られた文字数の中で伝えたいこと
を伝えることの難しさが分かりました。取材させていただいた方の想いが
届いていることを願います。貴重な機会をありがとうございました。

関野智文（阿南一派なり）
　直接お話を伺うことではじめて知る背景や思いがあることを学びました。
阿南の方々の温かさに触れることができ嬉しかったです。インタビューを引
き受けて下さった田井さん、大東さん、記事作成のサポートをして下さった
鈴江さん、飛田さん、共に努力したチームメイトに心より感謝致します。

熊谷ひなた
　インタビューを通して阿南と映画館の歴史について知ることができまし
た。どちらも不変のものはないけれど、変遷を知ることは今を理解する上で
重要なことなのだと思います。廃れてしまうものもあれば新しく生まれるも
のもあり、これからどのように発展していくのかが楽しみです。

木村拓夢（チーム阿南マスターズ）　
　お二方の取材を通して、阿南に対する想いを感じ取ることのできる良い
経験になりました。たくさんのことをお話ししていただき、なかなか短くまと
めることは難しかったですが、自分たちなりに伝えたいことは書けたのかな
と思います。いつか阿南に行きたいと思います。ありがとうございました。

鳥飼 響（カップ麺）
　この度はインタビューのご協力本当にありがとうございました。今回2人
に取材をおこない共通していたのは「阿南は田舎であり、程よく都会であ
る」ということです。つまり暮らしやすい街だということを理解いたしまし
た。僕も機会があればぜひ阿南市に訪れてみたいと思いました。

伊藤彰人（アルコール人間）
　インタビューをさせていただく際は少し緊張していたのですが、住友さ
んも井出さんもとてもやさしい方で気楽にインタビューを行うことができ
ました。今回の経験で阿南出身の方は優しいということを知ることができ
たので他の阿南出身の方々ともお話してみたいなと思いました。

中島楓（阿南ここにあらん）
　1からインタビューを行い記事作成をすることが初めての経験でした。今回
のインタビューを通じて自分のやりたいことに対してとことん向き合うことの
大切さを学ぶことが出来ました。阿南市に行く機会があれば次回はぜひ対面
でインタビューを行いたいです！貴重なお話をありがとうございました！

須藤剛志
　鳥獣被害は全国的な社会問題であるが、消費者がジビエに対する偏見
や誤った知識を持ってしまったのは、それだけ山や自然に関わる機会が
減っていたとも言える。これを改善するには教育という観点から自然に携
わり、自然を享受し、自然を学ぶ場が必要なのかもしれない。

夏賀すみれ（カップ麺）
　今回初めて実戦的なインタビューを行い、事前の情報収集の重要性と質
問を考える難しさを学ぶことができました。記事作成では、構成や表現の
仕方などに苦戦しつつも修正を重ねていく作業がとても楽しかったです。
貴重な経験をありがとうございました。

白田 望（アルコール人間）
　住友さんと井出さん、どちらも活動内容は全く違うものの「阿南をもっと
多くの人に知ってもらいたい！」という熱い思い持っていることが画面越し
にも凄く伝わってきました。文字数の関係で伝えられなかったことが沢山
あるのでお二人のもとに是非お話を聞きに行ってみてください！ 

岩崎華映（阿南一派なり） 
　取材から編集までをやってみて、特に編集作業は0から文章を考えるこ
とが難しいと感じた。しかし、阿南で活動する人の生の声を聞くことができ
たいい経験だった。また、自身の課題である質問力の向上もできたと実感し
ている。いつか、機会を作って阿南に訪れたい。

石井一徹
　私も野球の経験があるため、阿南市に日本初の「野球のまち推進課」があ
り非常に興味を持ちました。龍田さんからは女子野球という観点からお話
を聞くことができ、現在、野球教室などで子供たちが野球に触れる機会が
多い阿南で、今後どんな活動を行っていくのか非常に楽しみです。

夷藤桜子（チーム阿南マスターズ）
　話を伺ったお二人は全く異なる職業であるものの、人と地域のために活
動したいという共通した想いを持っており、将来の展望を語る姿が特に印
象的でした。記事の完成に至るまで苦戦した場面もありましたが、阿南の
方々の明るさや温かさに触れることができ、貴重な経験になりました。

香川優作（チーム阿南マスターズ）
　限られた文字数の中で、伝えたいことを端的にまとめ、インタビューを受
けてくださった方々の想いがしっかり伝わるような文の構成にすることが
大変でした。しかし、インタビューを行う中で私自身の将来考えている職業
に関することも質問出来たので、それも含めていい経験になりました。

生田暖希（Winter SUP）
　今回のインタビューを通じて「外から来た人」と「住み続けている人」の違
いを認識できた。特に長く住んでいるからこそ分かる人の繋がりや伝統な
どについて知ることができたことが貴重な体験だったと思う。今回ご協力
いただいた平瀬さん、原田さん、貴重なお話をありがとうございました。

細田真歩（阿南ここにあらん）
　限られた文字数で伝えたいこと記事にすることが難しく、どのようにした
ら伝わるかを考えながら今回の記事作成を行いました。インタビューも記
事の作成も初めての挑戦だったため不安でしたが、こうして形にできたこ
とを嬉しく思います。貴重な体験をありがとうございました！

福田菜那子（いちご）
　野村さんの野菜をそのまま終わらせず違う形でより広めていきたいとい
うお話と、久保田さんの魚が身近にあるからこそ本当に美味しい魚を食べ
てもらいたいというお話を聞き、多くの可能性を見つけることや自分の強
みを活かすことがどれ程重要であるのかを実感することができました。

石井優大（飲食店）
　取材をさせていただいているとき、とても緊張していました。しかし柏木
さんも吉積さんも取材の雰囲気を良くしてくださったおかげで、何とか多く
のお話を聞くことが出来ました。柏木さん、吉積さんをはじめとした取材の
場を設けてくださった方々、本当にありがとうございました。

芥川友騎也（阿南一派なり）
　社会に出て活躍なさっているお二方の話は新鮮で興味深く、特にこだ
わっているところを聞いた際にはその人の考えや工夫を知れたのがとても
面白かった。また、今回の経験でインタビューをする側の事前の下調べの
大切さ、質問内容の工夫など多くのことを学ぶ機会となった。
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編集後記

大正大学地域創生学部は 2016 年から阿南市で地域実習を続けています。１期生が新野町内を自転車で駆け回り、町
の人たちを取材して冊子「新野人」を制作したのを皮切りに、２期生が新野人 Vol.2、４期生はミライ企業冊子と、地
元の人や企業の皆さんとの交流を記録に残してきました。本年も１・２・３年生 42 人が阿南に来て、路線バスや自転車
で移動しながら地元の人を取材する予定でした。残念ながらコロナ第６波でリモートでの実習となりましたが、多くの
方々にご協力いただき21人の皆さんを紹介する「阿南人」を発行することができました。農業、子育て、環境、地域
おこし、起業…さまざまな分野で活動する人たちが阿南市をそして日本を支えています。「もっとたくさんのことを話し
たのに！」「本当はこう書いてほしかった」という声も聞こえてきそうですが、学生たちが一生懸命に作った文章ですの
でご理解ください。地域創生を学ぶ学生にとって、貴重な経験を与えていただき本当にありがとうございました。どの
インタビューでも合言葉は「次回はぜひリアルにお会いしましょう！」でした。
学生が阿南に来て「阿南人」の皆さんに会える日が待ち遠しいです。

 大正大学地域創生学部　実習指導教員　鈴江省吾

「阿南人」の皆さま

21人の
阿南人
インタビュー

徳島の魅力を世界に発信するために田井さんが立ち上げた『E-yo tokushima in 
Japan（ええよ徳島）』は、英語版のお遍路経本やお守り商品の開発でスタート。最
近は徳島県産の肉、野菜を使用したミールキット『T-meal』に力を注ぎ、オンライ
ンショップでも注目されている。無添加にこだわり、急速冷凍することで新鮮な状態
で長期保存を実現。独自のワンダークック製法で、レンジで加熱するだけで無水調理
を可能にした。それにより、忙しい人や料理で体に負担をかけたくない人も手軽にこ
だわりの一品を楽しめる。きっかけは、義理の母の「レンジでできる方が良い」とい
う一言だそうで、これからの高齢化社会の手助けとなるようにとの思いが込められた
商品になっている。企業理念に「人の役に立つ商品づくり」を掲げる。ひらめきと思
いつき、人の声をもとに商品開発が行われているのだ。「いいものは必ず残る」。田井
さんの言葉には自身の商品に対する思いと覚悟が込められていた。

徳島の魅力をカタチにして世界にお届け
ええもんつくるぞ！ ｢E-yo tokushima｣

Profile

E-yo Tokushima in Japan 代表 田井文枝さん
徳島生まれ徳島育ち。フリーアナウンサーとして司会業もこなす。徳島の
各地を取材した経験をヒントにオンラインショップ『E-yo Tokushima in 
Japan』を開設。「よい製品を生み出す秘訣はONとOFFの切り替え」と、休
日はしっかり休むようにしているという。趣味は登山。おすすめの山は剣山。
●E-yo tokushima in Japan（ええよ徳島）  https://e-yo-tokushima.net/

取材・記事／阿南一派なり
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「阿南人」 
インタビュー 
記事作成・印刷 


